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第２回水郷潮来ハロウィンパーティー開催第２回水郷潮来ハロウィンパーティー開催
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潮
来
の
美
味
し
い
野
菜
を
食
べ

て
元
気
に
な
ろ
う

　

二
中
の
生
徒
さ
ん
た
ち
は
と
て
も

元
気
で
、
お
か
わ
り
も
し
て
い
た
だ

い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
僕
は

普
段
か
ら
故
郷
・
茨
城
が
大
好
き
で

地
元
の
食
材
や
食
器
を
東
京
の
お
店

で
も
積
極
的
に
使
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
美
味
し
い
お
米
、
鯉
な
ど
の

川
魚
や
、
川
エ
ビ
、
マ
コ
モ
タ
ケ
や

ア
ヤ
メ
雪
カ
ブ
な
ど
潮
来
に
は
本
当

に
豊
か
な
食
文
化
が
昔
か
ら
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
に
普
段
か
ら
注
目
し
て

ほ
し
い
し
、
作
り
手
で
あ
る
生
産
者

さ
ん
の
こ
と
も
意
識
し
て
ほ
し
い
で

す
。
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
土
地
で

採
れ
た
新
鮮
な
旬
の
も
の
を
食
べ
る

こ
と
＝
地
産
地
消
が
健
康
で
元
気
に

暮
ら
せ
る
基
本
で
す
。
自
分
た
ち
が

健
康
で
あ
る
こ
と
で
日
本
中
が
世
界

中
が
元
気
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

白身魚のオーブン焼きとマコモタ
ケの入ったカレー味のスープが特
に美味しかった！
色取り取りの野菜でいつもとは
違った高級な給食でした！

石
いし

津
づ

　杏
あ

実
み

さん　荒
あら

原
はら

　大
だい

樹
き

さん

眞中さん監修の夏と秋のメニューが公開中です。眞中さん監修の夏と秋のメニューが公開中です。
ご家庭でぜひ作ってみてはいかがですか？ご家庭でぜひ作ってみてはいかがですか？
http://www.city.itako.lg.jp/index.php?code=3241http://www.city.itako.lg.jp/index.php?code=3241

美味しい給食・秋のメニュー美味しい給食・秋のメニュー

ＱＲコード

眞中　秀幸さんからの
メッセージ

（イタリアンシェフ）

白身魚のオーブン焼き白身魚のオーブン焼き
ズッキーニの入ったズッキーニの入った
潮来産トマトの潮来産トマトの
クリームソースクリームソース

マコモタケとマコモタケと
小松菜の小松菜の
カレースープカレースープ

潮来産潮来産
コシヒカリコシヒカリ
あやめちゃんあやめちゃん

レンコンレンコン
じゃがいもじゃがいも
人参、ビーツの人参、ビーツの
色鮮やかなサラダ色鮮やかなサラダ

　

潮
来
市
が
平
成
29
年
度
事
業
と
し
て
進
め
て

い
る
食
育
イ
ベ
ン
ト
（
第
２
回
目
）
が
、
10
月

20
日
（
金
）
に
潮
来
第
二
中
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

都
内
で
活
躍
す
る
潮
来
市
出
身
の
イ
タ
リ
ア

ン
シ
ェ
フ
眞
中
秀
幸
さ
ん
が
、
潮
来
産
野
菜
を

活
か
し
た
給
食
を
監
修
し
、
年
４
回
、
給
食
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
市
立
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

へ
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
給
食
提
供
の
日
に
あ

わ
せ
、
順
次
、
眞
中
シ
ェ
フ
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
秋
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
潮

来
特
産
の
マ
コ
モ
タ
ケ
、
潮
来
で
採
れ
た
ト
マ

ト
・
小
松
菜
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
給
食
に

生
徒
達
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
潮
来
第
一
中
学
校
で
12
月
６
日

（
水
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

Shokuikuシリーズ

Vol.2　
地域における食育食 育

学校で美味しい潮来野菜を食べたい事業　in 潮来二中
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マコモタケ お米 潮来産野菜

　

親
子
で
参
加
す
る
食
育
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
市
内
の
15
組
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
憎
の
雨
天
で
予
定
さ
れ
て
い
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
体
験
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
行
わ

れ
た
眞
中
シ
ェ
フ
に
よ
る
潮
来
産
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食

会
は
、
参
加
者
に
大
好
評
で
野
菜
が
苦
手
な
子
供
達
も
色
取
り
取
り

の
野
菜
料
理
に
積
極
的
に
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加

し
た
保
護
者
か
ら
も
「
工
夫
次
第
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を

知
っ
た
」「
家
庭
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
潮
来
産
野
菜
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。（
担
当
・
生
涯
学
習
課
）

親子の食育・収穫体験イベントが行われました
10月14日（土）牛堀地区「蔵」他

温暖で肥沃な水郷地帯の潮来では古くから米作りが盛んに行われてきた「米どころ」。潮来のお米はもちも
ちとしてふっくら美味しいと好評です。また、トマト、サツマイモ、小松菜などの葉ものの生産も行われ
ています。中華料理の材料として知られているマコモタケはシルバー人材センターの方々により21年前か
ら市内で栽培が始まりました。道の駅いたこ等で販売され、秋の味覚として市民に親しまれています。

ご存じでしたか？潮来産野菜たち

【食育に関するお問合せ】　潮来市教育委員会　学校教育課　　TEL　63―1111　内線362
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 給食センター　TEL　63―0221
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生涯学習課　　TEL　66―0660　内線279
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11月は児童虐待防止推進月間です
「児童虐待は社会全体で解決すべき課題です」

児童虐待とは・・・？
身体的虐待…… 殴

なぐ

る、蹴
け

る、叩
たた

く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺
おぼ

れさせるなど

性 的 虐 待 …… 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど
ネグレクト…… 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気に

なっても病院に連れて行かないなど

心理的虐待…… 言葉による脅
おど

し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力
をふるう（DV）など

　赤ちゃんがなにをやっても泣きやまないと、イライラしてしまうことは誰にでも起こり得ます。しかし、泣
きやまないからといって、激しく揺さぶらないでください。赤ちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられる
と、見た目にはわかりにくいですが、頭（脳や網膜）に損傷を与え、重い障害が残ったり、命を落とすことも
あります。どうしても泣きやまない時は、赤ちゃんを安全な所に寝かせて、その場を少しの間でも離れ、まず
自分をリラックスさせましょう。

乳幼児揺さぶられ症候群乳幼児揺さぶられ症候群
赤ちゃんを激しく揺さぶらないで！

　児童虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。連絡
は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所全国共通３桁ダイヤル

☎１
いち

８
はや

９
く

お住まいの地域の児童相談所につながります。

【お問合せ】子育て支援課　TEL　６３－１１１１　内線３８８
　　　　　　茨城県福祉相談センター鹿行児童分室　TEL　０２９１－３３－４１１９

虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

子育てに悩む
親がいたら。

ご自身が出産や
子育てに悩んだら。

児童相談所や市町村の相談窓口にご連絡ください。

厚生労働省児童相談
所全国共通ダイヤル
のホームページにア
クセスできます。
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里親制度を知っていますか？
里親とは？
　里親とは、病気や家庭の事情など何らかの理由で親が子どもを育てられない場
合に、一時的または継続的に、子どもを預かり、育てる方のことです。
　子どもたちが健やかに育つためには、一人ひとりに合った、温かい環境の中で
過ごす事が大切です。
　近年、児童虐待や配偶者からの暴力などにより、子どもや家庭を取り巻く環境
が大きく変化し、より家庭的な養育環境を提供するために ｢里親｣ の存在が重要
となっています。

里親にはどのような種類があるの？
　里親の種類は、次のとおりです。

＊その他、親族里親（要保護児童の両親等が、死亡、行方不明、拘禁等のため、扶養義務者及びその配偶者で
ある親族が養育する里親）もあります。

里親になるには？
　里親になるために特別な資格は必要ありませんが、次の要件等を満たしていることを知事が認定し、里親と
して登録されることが必要です。

【要件等】
　①知事が行う研修を修了したこと。
　②経済的に困窮していないこと。
　③成年被後見人又は被保佐人でないこと。
　④禁固以上の刑や罰金刑（児童に関連する法律）に処せられていないこと。
　⑤児童虐待、その他児童の福祉に関し、著しく不適当な行為をしていないこと。
　＊専門里親の場合は、別途要件が設けてあります。

登録の手続きは？
　里親になるための申請をする前に、基礎研修や認定前研修を受講していただく必要があります。（茨城県で
は、養子縁組里親を希望する方も基礎研修を修了することが必要です。）研修及び申請の窓口は、中央児童相
談所（029-221-4150）になります。

　潮来市は年に一度鹿行里親会と里親の現状や課題について情報交換をしています。

養育里親
要保護児童（保護者のいない
児童又は保護者に監護させる
ことが不適当と認められる児
童）を養育することを希望す
る里親

養子縁組里親
養子縁組によって養親となる
ことを希望する里親

専門里親
以下の要保護児童を養育する
養育里親
①被虐待児童
②非行のある児童
③障がいがある児童

【お問合せ】茨城県中央児童相談所　TEL　029－221－4150
　　　　　　子育て支援課　　　　　TEL　63―1111　内線386・388
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学
校
教
育
の
ス
タ
ー
ト
は

幼
稚
園
か
ら

　
「
学
校
」
と
い
う
と
小
学
校
か
ら
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
幼
稚
園
も
学

校
教
育
法
に
基
づ
く
「
学
校
」
で
す
。

　

幼
稚
園
に
入
園
で
き
る
の
は
三
歳

に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
入
園
は
そ

れ
ぞ
れ
の
市
や
園
に
よ
っ
て
違
っ
て

い
ま
す
。
潮
来
市
立
幼
稚
園
は
四
歳

か
ら
の
入
園
で
す
。

　

三
歳
に
な
る
と
、
子
ど
も
は
ま
わ

り
へ
の
興
味
・
関
心
、
人
と
の
つ
な
が

り
な
ど
が
急
速
に
広
が
り
、
親
へ
の

全
面
的
な
依
存
の
状
態
か
ら
自
立
に

向
か
い
は
じ
め
ま
す
。
幼
稚
園
は
、

こ
の
よ
う
な

発
達
を
踏
ま

え
て
、
初
め

て
の
集
団
生

活
の
中
で
一

人
ひ
と
り
の

よ
さ
や
可
能

性
を
伸
ば
し

て
い
く
と
こ

ろ
で
す
。

幼
稚
園
の
教
育
時
間
は

　

幼
稚
園
の
一
日
の
教
育
課
程
に
係

る
教
育
時
間
は
、
四
時
間
が
標
準
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
登
校
が

午
前
９
時
頃
、
下
校
が
午
後
２
時
頃

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校

と
同
じ
よ
う
に
土
、
日
、
祝
日
、
夏

休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
が
あ
り
ま

す
。

　

家
庭
で
保
育
を
す
る
方
が
い
な
い

園
児
に
対
し
て
、
希
望
者
は
預
か
り

保
育
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
潮
来
市
立
幼
稚
園
は
平
日
が
午

後
２
時
〜
５
時
、
夏
休
み
や
冬
休
み

な
ど
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
預
か
り
保
育
と
は
教
育
課
程

に
係
る
教
育
時
間
の
終
了
後
等
に
行

う
教
育
活
動
で
す
。

幼
稚
園
の
教
育
内
容
は

　

幼
稚
園
は
教
育
要
領
の
中
で
「
健

康
」「
人
間
関
係
」「
環
境
」「
言
葉
」

「
表
現
」
の
五
つ
の
領
域
に
示
さ
れ

た
内
容
の
達
成
を
目
指
し
て
総
合
的

に
指
導
し
て
い
ま
す
。
潮
来
市
立
幼

稚
園
で
は
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な

幼
稚
園
の
一
日
は

◎
朝
８
時
15
分
〜
９
時

　

登
校
時
間
で
す
。
元
気
に
挨
拶
し
て

園
へ
入
り
ま
す
。
す
ぐ
に
教
室
へ
入
っ

て
出
席
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
、
所
持

品
を
所
定
の
位
置
に
置
い
た
り
、
身
の

回
り
の
始
末
を
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、

朝
の
会
が
始
ま
る
時
間
ま
で
様
々
な
遊

び
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

◎
午
前
中

　

絵
を
描
い
た
り
、
体
操
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
、
制
作
活
動
を
し
た
り
、
歌

を
歌
っ
た
り
と
様
々
な
活
動
を
し
ま

す
。
ま
た
、
好
き
な
遊
び
や
興
味
・
関

心
を
持
つ
こ
と
に
主
体
的
に
取
り
組

む
活
動
を
し
た
り
、
学
級
全
体
や
園

全
体
で
取

り
組
む
活

動
な
ど
を

し
た
り
し

ま
す
。
年

長
さ
ん
に

な
る
と
、

小
学
校
へ

の
入
学
に

向
け
て
ひ

ら
が
な
や

数
字
な
ど
に
親
し
む
活
動
も
し
ま
す
。

◎
正
午

　

給
食
の
時
間
で
す
。
楽
し
く
み
ん

な
で
食
事
を
す
る
中
で
、
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
や
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
給
食
が
終

わ
っ
た
後
は
、
健
康
な
歯
に
な
る
よ

う
に
歯
磨
き
な
ど
を
し
ま
す
。

　

食
事
後
は
絵
本
に
親
し
ん
だ
り
、

活
動
・
行
事
・
園
外
保
育
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
と
の
連

携
を
大
切

に
し
小
学

校
以
降
で

の
生
活
や

学
習
の
基

礎
を
育
む

教
育
活
動

を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
小
学
校
以
降
の
教

育
と
異
な
り
、
教
科
書
を
使
わ
ず

「
遊
び
」
中
心
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
に
思
い
切
り
遊
ぶ

こ
と
で
、

そ
の
後
の

学
び
や
創

造
性
が
豊

か
に
な
り

ま
す
。
小

学
校
以
降

の
学
習
の

基
盤
は
幼

稚
園
で
つ

く
ら
れ
ま
す
。

午
前
中
の

活
動
の
続

き
を
し
た

り
、
友
達

と
の
関
わ

り
を
親
し

み
な
が
ら

様
々
な
活

動
を
し
ま

す
。

◎
午
後
１
時
30
分
頃

　

帰
り
支
度
を
し
ま
す
。
一
日
の
活

動
の
振
り
返
り
を
し
た
り
、
各
ク
ラ

ス
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
絵
本
を
読
ん

だ
り
、
お
話
を
し
た
り
と
落
ち
着
い

た
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

◎
午
後
２
時
頃

　

下
校
時
間
で
す
。
通
園
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
保
護
者
の
迎
え
で
帰
り
ま
す
。

◎
午
後
２
時
〜
５
時

　

家
庭
で
保
育
を
す
る
方
が
い
な
い

園
児
を
対
象
に
し
て
の
「
預
か
り
保

育
」
の
時
間
に
な
り
ま
す
。

幼
稚
園
は
家
庭
や
地
域
と

と
も
に
子
育
て
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
入
園
前
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
に
園
庭
、
保
育
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
子

ど
も
が
用
具
や
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、

紙
芝
居
を
見
た
り
、
親
子
で
工
作
を

し
た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は

安
心
し
て
遊
べ
る
場
、
保
護
者
同
士

に
は
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１

　

内
線　

３
８
６

潮
来
市
立
幼
稚
園
っ
て

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
、

　
　

 
何
を
す
る
と
こ
ろ
な
の
？
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　10月1日から地球温暖化対策の一環として、エネルギー利用の効率化を図るた
め、「家庭用燃料電池システム（エネファーム）」及び「定置用リチウムイオン蓄電
システム」を設置する個人を対象に、設置費の一部を補助する制度がスタートしま
した。

設備の種類 設備の要件 補助金の額

家庭用燃料電池システム
（エネファーム）

未使用の設備で、一般社団法人燃料電池普及
促進協会の指定を受けているもの。

１基あたり５万円

定置用リチウムイオン
蓄電システム

未使用の設備で、一般社団法人環境共創イニ
シアチブにより登録されているもの。

１基あたり５万円

＜申請受付＞
　受付期間：平成30年1月31日まで。

　※先着順に受け付け、予算の範囲を超えた時点で終了となります。

＜補助対象者＞
　１．市内に住所を有すること。（補助対象設備の設置完了時に住民登録をする場合を含む。）

　２．自ら居住又は居住を予定している市内の住宅に、補助対象設備を設置すること。

　３．住宅の所有者でない場合又は共有者がいる場合は、所有者又は共有者の同意を得ていること。

　４．年度内（平成30年3月末日まで）に設置工事が完了し、市に実績報告書を提出すること。

　５．本人又は同一世帯において、過去に市から当該補助金の交付を受けていないこと。

　６．市税を滞納していないこと。

【お問合せ】環境課　TEL　63－1111　内線251～253

＜補助対象設備・補助金の額＞

※補助金の交付は補助対象設備の種類ごとに、１世帯（１戸）につき１基とします。

住宅用自立・分散型エネルギー設備導入に
対する補助制度のお知らせ

●受付可能なもの●受付可能なもの
　 　衣類、子ども服、靴、バッグ、雑貨等。
●受付場所●受付場所
　　潮来市社会福祉協議会・各地区公民館
●受付期間●受付期間　11月21日（火）まで

【お問合せ】潮来市社会福祉協議会　TEL 63－1296

福祉バザー商品 大募集！大募集！大募集！
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社会福祉大会
潮来市 2017年11月26日㈰

前作を超える感動のドキュメンタリー
大ヒット映画『うまれる』シリーズ第２作

うまれる命、旅立つ命・・・。いのちに
向き合う３組の家族を描いた、愛の物語。

★抽選会　※抽選券は受付で配布します
★福祉バザー
★障がい者施設による展示即売会
★子どもの広場
・ベビードリームアート
　～赤ちゃんをねんねさせての写真撮影～
・クリスマスフォトブース
・松ぼっくりXmasツリー作り　他
・ナーラー・ヨガ（午後0時30分～ 2時）
・産後のバランスボール教室（午後2時15分～3時）

★よろず相談室
★展示コーナー
　認知症サポーター養成講座など

★正月飾りの実演・販売受付

オープニング　午前9:00 ～
～牛堀中学校吹奏楽部のみなさん～

式典　午前9:20 ～
寸劇　午前10:00 ～
　『地域の見守り』～私たちができること～

講演会　午前10:20 ～
　『人を看るということ』
　～局アナパパ、笑いと涙の体験記～
　　講師　民放男性アナウンサー

★各種測定・健康相談コーナー
　・高性能！タニタ体組成計測定
・血圧測定
・骨密度測定(ウエルシア薬局協力)

★ヘルシーウォーキング大会
「道の駅いたこ」まで歩きます。
日本ウォーキング協会健康ウォーキング指
導士大岩一郎氏による正しい歩き方を学ぶ
ことが出来ます。
中央公民館集合：午後0時30分～ 1時【当日参加OK】
参 加 費：無料(参加賞有り)
お問合せ：かすみ保健福祉センター《ひまわり》
　　　　　ＴＥＬ 64‒5240

▼場所

潮来市立中央公民館 (大ホール 体育室 他) 
《主催・事務局》 
社会福祉法人　潮来市社会福祉協議会
TEL　63－1296（潮来市辻765）

《共催》
潮来市高齢者総合相談センター　あやめ
潮来市高齢者総合相談センター　福楽園

いたこファミリー・サポート・センター
潮来市かすみ保健福祉センター《ひまわり》

★映画上映会　※途中入場ＯＫです
うまれる 第２作　「ずっと、いっしょ。」

午前9:00 ～午後3:00（受付　午前8:30 ～）

正午～午後3:00

午前9:00 ～午後3:00

正午～

午後1時～

健康フェスタ
With

第17回

映画紹介

イベント

健康フェスタ

託児あります（午前１０時～正午）
入 場 無 料

ステージステージ
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潮
来
市
で
は
、
異
性
と
の
交
流
、
出
会
い
の
場
の
機
会
と
し
て
、
様
々
な
恋
活
・
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
「
イ

ベ
ン
ト
事
業
支
援
員
（
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
）」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活 

動 

内 

容　

恋
活
・
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
・
運
営
等

▼
活 

動 

期 

間　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

▼
報　
　
　
　

酬　

活
動
1
回
あ
た
り
３
，
２
０
０
円
（
４
時
間
以
上
の
場
合
）

▼
応
募
で
き
る
方　

 

潮
来
市
在
住
の
成
人
男
女
で
、
誠
実
に
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
企

画
・
運
営
活
動
に
取
り
組
め
る
方
。

▼
申 
込 

方 

法　

申
請
書
を
子
育
て
支
援
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
Ｈ
Ｐ
及
び
「
い
た

恋
・
い
た
婚
」
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申 

込 

締 
切　

12
月
５
日
（
火
）

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
８
８

潮
来
市
の
恋
活
・
婚
活
事
業

「
イ
ベ
ン
ト
事
業
支
援
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
上
の
所
有
者
（
割
賦

販
売
の
場
合
は
使
用
者
）
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

売
却
に
よ
り
手
放
し
た
、
知
人
に
譲
っ
て
使
用
し
て
い
な
い
場
合

の
名
義
変
更
や
、
転
居
し
た
場
合
の
住
所
変
更
は
運
輸
支
局
で
登
録

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
方
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
と

な
り
財
産
調
査
の
う
え
、
給
与
や
預
金
の
差
押
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
等

の
処
分
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
の
で
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
変
更
の
お
問
合
せ
】

　

茨
城
運
輸
支
局　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
０ 

― 

５
５
４
０ 

― 

２
０
１
７

【
自
動
車
税
の
お
問
合
せ
】

　

行
方
県
税
事
務
所　

収
税
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
２ 

― 

０
４
８
２

　

茨
城
県
（
税
金
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/kurasu/zeikin/index.htm

l

自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

※差押の２８年度実績
区　分 件　数

給　与 　３１件
預　金 ３７１件
(自動車）登録 ４４１件
(自動車）タイヤロック 　２３件
その他 　２５件

　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員
に
支
払
う
際
に
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

市
町
村
に
納
め
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
上
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
主
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
従
業

員
か
ら
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
及
び
県
内
全
市
町
村
で
は
納
税
者
間
の
公
平
性
の
確
保
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
の
観

点
か
ら
、
特
別
徴
収
の
実
施
を
徹
底
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
及
び
従
業
員
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
の
特
例
を
申
請
さ
れ
た
事
業
主
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
の
前
期
の
納
期
限
が

12
月
11
日
で
す
の
で
、
銀
行
・
郵
便
局
等
の
金
融
機
関
で
忘
れ
ず
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

源
泉
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
期
の
特
例
に
お
け
る
納
期
限
（
７
月
10
日
、
翌
年

１
月
22
日
）
と
個
人
住
民
税
に
お
け
る
納
期
の
特
例
で
は
、
納
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
税
務
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線
１
３
２
〜
１
３
４

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
１
年
を
通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
11
月
11

日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的
に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
は
、「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
国
民
の
皆

様
に
国
民
生
活
と
税
の
関
わ
り
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
各
層
の
納
税
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

w
w
w
.nta.go.jp

11
月
11
日
か
ら
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

▼
期　

日　

11
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会　

場　

道
の
駅
い
た
こ　

光
の
広
場

　
　
　
　
　
（
潮
来
市
前
川
１
３
２
６ 

― 

１
）

▼
内　

容　

 
地
元
農
産
物
の
直
売
会
、
そ
の
他
米
粉
麺
フ
ォ
ー
、
甘

酒
の
サ
ー
ビ
ス
有
、
数
量
限
定
の
た
め
、
な
く
な
り
し

だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
潮
来
市
社
会
福
祉
大
会
と
共
催
し
て
い
ま
す
。

　

 

ご
家
族
ご
友
人
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
道
の
駅
い
た
こ
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
道
の
駅
い
た
こ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
７ 

― 

１
１
６
１

　
　
　
　
　
　

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

道
の
駅
い
た
こ  

11
月
秋
の
謝
恩
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
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労働者（アルバイトを含む）を一人でも雇っている事業主は、労働保険
（労災保険・雇用保険）に加入する義務があります。

 労働保険とはこんな制度です。
　労働保険は、労働者災害補償保険（通称・労災保険）と雇用保険を総称したもので、労働者とその家族、ひい
ては事業主を守るための制度です。

 労災保険とはこんな制度です。
　労働基準法の災害補償の規定に基づく使用者責任を代行する機能をもった制度で、業務災害や通勤災害を受け
た労働者の負傷・病気・死亡等に対して事業主に代わって必要な保険給付を行い、被災者・遺族を援護するもの
です。また、労働者の社会復帰の促進など、労働者の福祉の増進を図るための事業も行っています。

 雇用保険とはこんな制度です。
　労働者が失業した場合や労働者の雇用継続が困難となる事由が生じた場合に、失業等給付を行うとともに、再
就職を促進するために必要な給付を行うものです。
　また、雇用保険には失業等給付以外にも、景気の変動などにより事業活動の縮小を余儀なくされた場合に労働
者を休業させたり、教育訓練を受けさせたりした事業主等に対して支給される雇用調整助成金など、事業主等に
対して支給される各種助成金があります。

　労働者を一人でも使用する事業主は、労災保険等の加入が義務付けられています。パートタイム労
働者の方でも、一定の要件を満たす方は雇用保険の加入が義務付けられています。

【お問合せ】茨城労働局　労働基準部　賃金室　TEL　029－224－6216

【お問合せ】茨城県労働局　総務部　労働保険徴収室　TEL 029-224-6213
　　　　　　鹿嶋労働基準監督署　TEL 83-8461
　　　　　　ハローワーク常陸鹿嶋　TEL 83-2318

11月は労働保険適用促進強化期間です

茨城県最低賃金が平成29年10月1日から改定されました。

〈時間額〉796円　25円UP
　最低賃金制度とは、働く全ての人に賃金の最低額（最低賃金額）を保障する制度です。年齢やパート、学生ア
ルバイトなどの働き方に関わらず全ての労働者に適用されます。

た。
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誰
も
が
突
然
、
事
件
や
事
故
に
あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

れ
た
際
は
、
相
談
窓
口
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
が
回
復
す
る
た
め
に
は
、
周
囲
の
方

の
ご
理
解
と
温
か
な
支
援
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
合
せ
】

　
　

行
方
警
察
署　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
２ 

― 

０
１
１
０

　
　

茨
城
県
警
察　

性
犯
罪
被
害
相
談
「
勇
気
の
電
話
」

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

♯
８
１
０
３　

ま
た
は

　
　
　
　
　
　

０
２
９ 

― 

３
０
１ 

― 
０
２
７
８

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

む
）。
ま
た
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
な
ど
）
が
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
、
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
領
収
証
書
な
ど
）
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
水
戸
南
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
９ 

― 

２
２
７ 

― 

３
２
５
１

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

相
続
登
記
を
し
な
い
と
・
・
・

○
再
開
発
が
進
ま
な
い

○
空
き
家
の
管
理
・
利
活
用
が
で
き
な
い

○
不
動
産
取
引
が
お
そ
く
な
る

○
公
共
事
業
が
す
す
ま
な
い

○
農
地
の
集
約
化
が
で
き
な
い

○
２
次
３
次
の
相
続
が
発
生
し
、
手
続
き
が
難
し
く
な
る

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
く
ら
し
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
相
続
登
記
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
29
日
（
月
）
か
ら
、
全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で
、
各
種
相

続
手
続
き
に
利
用
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
各
種
相
続
手
続
で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
出

し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
詳
細
は
法
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
】
水
戸
地
方
法
務
局　

鹿
嶋
支
局

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

８
０ 

― 

６
０
０
０

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

〜
相
続
登
記
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

電
子
計
算
機
器
類
の
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
次
の
日
程
で
証
明
書

発
行
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
客
様
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
停
止
予
定
期
間 

 

11
月
24
日
（
金
）
午
後
６
時
〜
11
月
26
日
（
日
）
午
後
９
時

▼
停
止
内
容

　

○
潮
来
市
役
所
（
11
月
26
日
の
日
曜
開
庁
は
「
お
休
み
」
に
な
り
ま
す
）　

　
《
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
納
税
証
明
・
所
得
証
明
・
戸
籍
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
》

　

○
中
央
公
民
館
窓
口

　
《
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
各
種
証
明
書
》

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ
〉

　

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
常
ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
11
月
24
日
に
転
入
等
の
異
動
が
あ
っ
た
方
に
関
し
て
は
、
異
動
情
報
が
更
新

さ
れ
な
い
た
め
、
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

財
政
課　

管
財
グ
ル
ー
プ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 
― 

１
１
１
１　

内
線
２
２
４

　

市
民
課　

市
民
グ
ル
ー
プ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 
― 
１
１
１
１　

内
線
１
１
２

　

生
涯
学
習
課　

公
民
館
グ
ル
ー
プ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
６ 
― 

０
６
６
０

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う

証
明
書
発
行
業
務
停
止
の
お
知
ら
せ
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秋の全国火災予防運動
「11月９日～11月15日」

これから寒くなり暖房器具を使用する機会が多くなります。器具の取扱いに注意しましょう！

３つの習慣

４つの対策

あなたの家は大丈夫？　住宅用火災警報器　設置と交換を！！

住宅用火災警報器に寿命があるって知っていますか？

○寝たばこは、絶対やめましょう。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消しましょう。

○逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用しましょう。
○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置しましょう。
○お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくりましょう。

○全ての寝室に設置
○上階に寝室があれば階段にも設置
○定期的に作動試験を実施
○ホコリをこまめに拭き取る
○10年を目安に交換
※台所・居間（義務はありませんが、安心・安全のため設置をおすすめします）

　住宅用火災警報器は設置してから、約10年が交換の目安です！古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、
火災を感知しなくなることがあるため、早めに交換しましょう。（連動型を推奨します）
　記入した「設置年月」又は「製造年」を確認してみましょう。

【お問合せ】鹿行広域消防本部　予防課　ＴＥＬ　０２９１－３４－７１１９
　　　　　　潮来消防署　　　　　　　　ＴＥＬ　６３－０１１９

消防法で、全ての住宅、住居部分に「火災警報器」の設置が義務付けられています。
まだ付けていない方は、すぐに設置しましょう。また、次のポイントを確認し、適切に維持管理しましょう！

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

住宅用火災警報器
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【お問合せ】市民課 保険年金グループ　TEL　63－1111　内線124・129
　　　　　　かすみ保健福祉センター≪ひまわり≫　TEL　64－5240　

市　  　　内 市　  　　　　外

医 療 機 関 名 電 話 番 号 医 療 機 関 名 電 話 番 号

飯 島 内 科 66－0280 神 栖 済 生 会 病 院 健 診 セ ン タ ー 0299－97－2111

大 久 保 診 療 所 62－2506 小 山 記 念 病 院 健 康 管 理 セ ン タ ー 0299－85－1139

久 保 医 院 64－6116 土 浦 協 同 病 院 029－830－3711

仲 沢 医 院 63－2003 土浦協同病院なめがた地域医療センター 0299－56－0600

延 方 クリニック 66－1873 白 十 字 総 合 病 院 健 診 セ ン タ ー 0299－93－1779

◆夏健診を受けられなくて、今回も予定がつかないという方は、医療機関でも健診が受けられます。
　ご予約のうえご利用ください。
◆対　　象　40歳～ 74歳の国民健康保険に加入の方。
◆受診期間　平成30年3月31日まで。
◆持 ち 物　黄色い受診券（特定健康診査）、健康保険証

※医療機関は他にも県内にございます。詳しくはお問い合わせください。

忙しくても、 年に1度は 健康診断を!!

～ 毎日が忙しい方へ ～

◇集団健診が受けられない方は、医療機関健診を　“無 料”

健康に自信のある方も、通院中の方も、国保に変わった方も!!

◆日程等
・期　日 11月27日㈪～ 12月1日㈮、12月3日㈰
　　　　 午前9時～11時　午後1時30分～2時30分
・会　場 かすみ保健福祉センター≪ひまわり≫
・対　象 ①19歳～ 39歳の方。75歳以上の方。
 ②40歳～ 74歳の国民健康保険に加入の方。
 ③40歳～ 74歳の社会保険の被扶養者の方。
・持ち物　受診券（夏の健診の前にお送りしたもの）、健康保険証。
◆特定健診とは……
・生活習慣病による心疾患や脳疾患、がんなどの死亡割合は6割を占めています。
　その生活習慣病の予防や早期発見には特定健診が効果的。
◆特定健診を受けると……
・検査結果から、生活習慣病へのリスクが高い方へ保健師や管理栄養士が、その人に合った健康づくりの
　サポートをします。

◆◇◆◇ 元気な今こそ 健康診断を!!  ◇◆◇◆
～ 夏、受けられなかった方へ ～

◇冬の特定健診（集団健診）が始まります　 “無 料”

 【主な医療機関】

 健診情報 №1

 健診情報 №2
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今
年
度
の
潮
来
市
防
災
訓
練
は
、
震
度
6
強
の
直
下
型
大
地
震
を
想
定
し
津
知
小
学
校
を

メ
イ
ン
会
場
に
し
て
市
内
全
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
訓
練
を
通
し
て
災
害
発
生
時
の
行
動
を
習
慣
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
の
災
害
に

備
え
る
た
め
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期　

日　

11
月
19
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
前
10
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

　
　
　
　
　
（
中
止
の
場
合
、
防
災
無
線
放
送
に
よ
り
午
前
7
時
00
分
に
放
送
し
ま
す
。）

▼
会　

場　

津
知
地
区
の
方　
　

津
知
小
学
校

　
　
　
　
　

津
知
地
区
以
外
の
方　

第
一
次
避
難
所
（
各
地
区
集
会
所
等
）

【
お
問
合
せ
】

（
防
災
訓
練
の
問
合
せ
）

　

総
務
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線
２
３
１
・
２
３
２　

（
避
難
行
動
要
支
援
者
の
問
合
せ
）

　

社
会
福
祉
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線
３
９
０
・
３
９
１

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
と
、
事
業
者
の
皆
様
の
Ｐ
Ｒ
を
ま
と
め

た
情
報
誌
「
潮
来
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
株
式

会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働
で
発
行
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
社
員
が
、
広
告
募
集

の
た
め
市
内
の
事
業
者
や
店
舗
を
訪
問
し
ま
す
。

　

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接
同
社

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

（
発
行
に
関
す
る
こ
と
）

　

秘
書
政
策
課　

情
報
発
信
室　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線
２
１
４
・
２
１
５

（
広
告
掲
載
に
関
す
る
こ
と
）

　

株
式
会
社　

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
水
戸
支
店　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
９ 

― 

２
２
４ 

― 

３
０
７
０

潮
来
市
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

暮
ら
し
の
便
利
帳

広
告
掲
載
主
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
期　

日　

12
月
10
日
（
日
）

▼
会　

場　

潮
来
市
立
潮
来
公
民
館

▼
演　

題　

第
1
部　

潮
来
市
郷
土
史
研
究
会
創
立
50
周
年
記
念
大
会　

午
後
1
時
開
会

　
　
　
　
　

第
2
部　

講
演
会　

演
題
「
水
郷
地
方
の
幕
末
維
新
」 　
　

午
後
2
時
開
会

▼
講　

師　

大
石　

学　

氏　
（
東
京
学
芸
大
学　

日
本
史
学
教
授
）

▼
入
場
料　

無　

料

　

今
年
度
の
潮
来
市
文
化
講
演
会
は
、
第
1
部　

潮
来
市
郷
土
史
研
究
会
創
立
50
周
年
記
念

大
会
、
第
２
部　

講
演
会
の
構
成
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
も
さ
れ
て
い

る
大
石　

学　

氏
（
東
京
学
芸
大
学
副
学
長
）
を
招
き
「
水
郷
地
方
の
幕
末
維
新
」
を
演
題

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
６ 
― 
０
６
６
０

　

小
・
中
学
生
及
び
高
校
生
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
・
考
え
て
い
る
こ
と
，

将
来
の
夢
や
希
望
を
発
表
し
ま
す
。
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期　

日　

11
月
18
日
（
土
）

▼
会　

場　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
イ
モ
ア　

2
階
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ホ
ー
ル

▼
時　

間　

午
後
0
時
30
分
〜　

受
付
開
始

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜　
　
　

開　
　

会

　
　
　
　
　

午
後
4
時
30
分　
　

閉　
　

会

▼
内　

容　

第
１
部
「
青
少
年
の
主
張
」

　
　
　
　
　

市
内
小
・
中
・
高
等
学
校
生
徒
の
作
文
発
表

　
　
　
　
　

第
２
部
「
特
別
講
演
」

　
　
　
　
　

講　

師　

斎
藤　

哲
瑯　

氏
（
川
村
学
園
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　

演　

題　
「
大
人
に
な
っ
て
も
困
ら
な
い
子
ど
も
を
育
て
よ
う
」

【
お
問
合
せ
】　

生
涯
学
習
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
６ 

― 

０
６
６
０

潮
来
市
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

潮
来
市
青
少
年
の
つ
ど
い
開
催
の
お
知
ら
せ
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地
方
税
申
告
も
ネ
ッ
ト
が
便
利
！
自
宅
で
、
オ
フ
ィ
ス
で
、
ら
く
ら
く
申
告
！

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
は
無
料
で
す
！
（
複
数
の
申
告
も
、
ネ
ッ
ト
な
ら
一
括
処
理
!!
）

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ 

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
は
、
地
方
税
の
手
続
き
を

電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
地
方
税
の
申
告
や
納
税
を
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
簡

単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
、
混
雑
す
る
窓
口
へ
出
か
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申
告
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

◎
手
続
き
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
！

　

◎
複
数
の
申
告
も
一
括
で
処
理
で
き
る
！

　

◎
申
告
書
が
ら
く
ら
く
作
成
で
き
る
！

▼
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
電
子
申
告
対
象
税
目

　

□
法
人
都
道
府
県
民
税　

□
法
人
事
業
税　

□
地
方
法
人
特
別
税

　

□
法
人
市
町
村
民
税　

□
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

　

□
個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書
・
特
別
徴
収
関
連
手
続
）
□
事
業
所
税

②
電
子
納
税

　

□
申
告
手
続
き
に
関
連
し
た
納
付
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　

※
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
を
除
く
。

③
電
子
申
請
・
届
出

　

□
法
人
設
立
届
出
や
異
動
届
出
等

　

□
申
告
手
続
き
に
関
連
し
た
申
請
・
届
出
手
続
き

◎
利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
深
夜
０
時
（
土
日
祝
、
年
末
年
始
を
除
く
）

利
用
届
出
の
提
出
及
び
詳
細
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.eltax.jp/

【
お
問
合
せ
】

　

一
般
社
団
法
人　

地
方
税
電
子
化
協
議
会　

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
７
０ 

― 

０
８
１
４
５
９　

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
繋
が
ら
な
い
と
き　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３ 

― 

５
５
０
０ 

― 

７
０
１
０

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ 

の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
税
等
の
徴
収
強
化
の
た
め
、

差
押
え
た
不
動
産
に
つ
い
て
公
売
を
入
札
の

方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
期　

日　

11
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

受
付　

午
後
０
時
50
分
〜

▼
会　

場　

潮
来
市
役
所　

　
　
　
　
　

３
階　

第
１
会
議
室

（
注
意
）

○ 

公
売
執
行
前
に
滞
納
市
税
等
完
納
に
よ

り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

農
地
の
場
合
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
が
発

行
す
る
『
買
受
適
格
証
明
書
』
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○ 

詳
細
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

税
務
課　

収
税
グ
ル
ー
プ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１

　

内
線
１
３
７
〜
１
３
９

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１

　

内
線
２
７
１

潮
来
市
不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

清
掃
大
作
戦
を
実
施
し
ま
す

売却区分
番　　号
財産種別

見 積 価 額
財　産　所　在　地　（面　　積） 買受適格

証明書公売保証金

29－1
宅地

60万円 潮来市永山字勘弥台921番2（307.37㎡）
潮来市永山字勘弥台922番3（98.49㎡） 不要

6万円

29－3
土地付
建物

1,465万円 潮来市宮前一丁目21番5（1042.25㎡）
潮来市宮前一丁目21番18（61.95㎡）
潮来市宮前一丁目21番地5、21番地24（122.31㎡）
その他付属建物有

不要
147万円

29－4
宅地

259万円 潮来市大塚野一丁目6番5（133.38㎡）
潮来市大塚野一丁目6番8（14.62㎡） 不要

26万円

（公売財産一覧）

※売却区分番号「29―2」は中止になりました。

▼
期　

日　

11
月
19
日
（
日
）　

小
雨
決
行
（
延
期
の
際　

11
月
26
日
（
日
））

　
　
　
　
　

雨
天
延
期
の
場
合
、
午
前
７
時
に
防
災
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

▼
内　

容　
 

ご
み
拾
い
・
空
き
缶
拾
い

　
　
　
　
　

※
通
常
家
庭
か
ら
出
す
場
合
の
分
別
方
法
と
異
な
り
ま
す
。

○
集
め
た
ご
み
は
、
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
指
定
の
集
積
所
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
分
け
て
集
め
て
く
だ
さ
い
。

　
（
燃
や
せ
る
ご
み
）　 
紙
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど

　
（
燃
や
せ
な
い
ご
み
）
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
少
量
の
金
属
な
ど

　
【
お
問
合
せ
】　

環
境
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３
ー
１
１
１
１　

内
線
２
５
１
〜
２
５
３
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Vol.４　トライアスロン競技（男・女）
　「いきいき茨城ゆめ国体」、潮来市で開催される正式種目３種目目の紹介に
なります。トライアスロン競技（男・女）が2019年９月29日（日）に、潮
来市トライアスロン特設コースを会場に開催されます。潮来市では、これま
でも毎年５月下旬に潮来トライアスロン全国大会が開催されてきました。今

年も５月28日（日）に第31回大会が選手約400名の
参加で開催されました。
　国体のトライアスロンは、水泳（スイム）1.5km＋
自転車（バイク）40km＋長距離走（ラン）10km（総
距離51.5km）という３種のスポーツを連続して行う

耐久競技です。
　国体では2016年岩手国体・2018年福
井国体と隔年開催で行われてきたトライ
アスロン競技ですが、翌年の2020東京
オリンピックの正式競技に決定したこと
から、2019年茨城国体からは毎年開催
されます。また、オリンピック出場が有
力視される選手の参加も期待され、今まで以上に熱いトライアスロン競技に
なります。

潮来市潮来市開催開催

潮来市開催競技シンボルマークいばラッキー

活躍が期待される茨城県選手団
（岩手国体の試合後に役員と共に）

国交省霞ヶ浦河川事務所前の碑

自転車（バイク）の様子

　

８
月
27
日
（
日
）、
潮
来
市
文
化
協
会
所
属
の
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」

が
岡
山
市
の
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
」

に
茨
城
県
代
表
で
出
場
し
、「
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
の
県
大
会
、
7
月
の
関
東
大
会
を
経
て
全
国

大
会
出
場
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
緊
張
の
中
に
も

楽
し
ん
で
息
の
合
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
、
客
席

か
ら
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」
は
、
潮
来
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
発
足
し
40
年
。

　

現
在
は
そ
の
垣
根
を
越
え
て
幅
広
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

聴
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
3
日
（
火
）、
道
の
駅
い
た
こ
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
潮
来
市
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
「
第
12
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」(

個
人
戦)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
と
違
う
特
設
コ
ー
ス
で
は
、
参
加
し
た

４
０
５
名
に
よ
る
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
１
１
１
回
（
96
名
）
達

成
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

松
崎　
　
　

功
（
西　
　

町
）

準
優
勝　

前
野　
　

時
雄
（
江　
　

寺
）

第
３
位　

中
野　

寿
一
郎
（
日
の
出
６
）

「
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」が

「
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た

第
12
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

（左側２番目から）中野さん、原市長、
　　　　　　　　松崎さん、前野さん
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10
月
21
日
（
土
）、
鉾
田
市
で
第
68
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
鹿
行
地
区
大

会
が
開
催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
は
第
４
分
団
第
３
部
（
将
監
）
が
準
優
勝
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
12
分
団
第
３
部
（
堀
之
内
・
茂
木
・
清
水
）
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

９
月
25
日
（
月
）、
潮
来
市
農
業
委
員
会
委
員
髙
品
二
美
代
さ
ん
が
全
国
農
業
新
聞
（
茨

城
県
農
業
会
議
総
務
部
小
泉
係
長
）
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
髙
品
さ
ん
は
農
業
委
員
と
し

て
、
優
良
農
地
の
維
持
、
遊
休
農
地
の
解
消
の
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
取
材
で
は
、
担
い

手
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
米

価
の
下
落
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く

課
題
に
言
及
さ
れ
た
ほ
か
、
本
市

の
米
粉
の
消
費
拡
大
の
取
組
で
あ

る
、
米
粉
ど
ら
焼
き
や
お
菓
子
、

米
粉
麺
「
フ
ォ
ー
」
に
つ
い
て
期

待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
行
地
区
大
会
で
第
12
分
団
第
3
部
が
優
勝

第
4
分
団
第
3
部
が
準
優
勝
し
ま
し
た

潮
来
市
農
業
委
員
会
委
員
髙
品
二
美
代
さ
ん
が

全
国
農
業
新
聞
の
取
材
を
受
け
ま
し
た

　

10
月
19
日
（
木
）、
潮
来
カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部
に
お
い
て
、
第
17
回
潮
来
市
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
記
録
的
な
寒
さ
と
風
雨
の
荒
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
７
３
名
の
参
加
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
大
会
参
加
者
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
２
１
，
２
６
３

円
を
、
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し

た
。

 

10
月
19
日
（
木
）、
ベ
ル
ギ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
等
８
名
の
視
察
団
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
候
補
地
視
察
の
た
め
、

潮
来
市
立
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
め
ん
ぼ
及
び
潮
来

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
視
察
団
は
、
茨
城
県
の
案
内
の
も

と
、
10
月
19
日
（
木
）
〜
20
日
（
金
）
の
２
日
間
を

か
け
て
、
茨
城
県
内
の
施
設
を
視
察
し
、
潮
来
市
の

施
設
を
含
め
茨
城
県
に
つ
い
て
「
と
て
も
い
い
印
象

を
受
け
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
茨
城
県
と
連
携
し
な
が
ら
事
前
キ
ャ
ン

プ
誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
17
回
潮
来
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
大
会
結
果

ベ
ル
ギ
ー
視
察
団
が
潮
来
市
を
訪
問
し
ま
し
た

一
般
の
部

優　勝 内堀久美子

準優勝 飯島　知宏

第３位 橋本　賢一

ﾍﾞｽﾄｸﾞﾛｽ賞 兼原　利治

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

優　勝 内堀久美子

準優勝 西内　寛子

第３位 渡邊　悦子

ﾍﾞｽﾄｸﾞﾛｽ賞 墳本美智子

シ
ニ
ア
の
部

優　勝 橋本　賢一

準優勝 上田　紀久

第３位 西内　寛子

ﾍﾞｽﾄｸﾞﾛｽ賞 長峰　英雄

小型ポンプの部
優勝　第12分団第3部
（堀之内・茂木・清水）

（左から）髙品さん、小泉さん

ポンプ車操法の部
準優勝　第4分団第3部（将監）
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10
月
21
日
（
土
）、
水
戸
芸
術
館
広
場
で
「
古
に
乾
杯　

未
来
へ
乾
杯　

茨
城
の
酒
と
食

を
楽
し
む
会
・
日
本
酒
で

乾
杯
推
進
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
潮
来
市
を

は
じ
め
、
茨
城
県
、
県
内

の
乾
杯
条
例
施
行
自
治
体

（
水
戸
市
、
笠
間
市
、
石

岡
市
、
結
城
市
、
常
陸
太

田
市
、
日
立
市
）
の
各
首

長
が
出
席
し
、
日
本
酒
を

活
用
し
た
茨
城
県
の
地
域

振
興
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

10
月
21
日
（
土
）、
水
郷
潮
来
あ
や
め
園
で
、
第
２
回
水
郷
潮
来
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
が
、
潮
来
市
商
工
会
及
び
同
商
工
会
青
年
部
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

台
風
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
仮
装
姿
で
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

古
に
乾
杯　

未
来
へ
乾
杯　

茨
城
の
酒
と
食
を

楽
し
む
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回
水
郷
潮
来
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
23
日
（
月
）、
潮
来
市
は
株
式
会
社
セ
イ
ミ

ヤ
（
代
表
取
締
役
社
長
加
藤
勝
正
氏
）
と
「
地
域
見

守
り
活
動
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
は
株
式
会
社
セ
イ
ミ
ヤ
と
本
市
が
、

移
動
販
売
の
業
務
を
通
じ
て
、
高
齢
者
等
に
何
ら
か

の
異
変
を
察
知
し
た
場
合
、
ま
た
、
公
道
の
異
常
を

発
見
し
た
場
合
に
市
へ
通
報
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
の
多
い

事
業
所
と
連
携
し
て
見
守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域

社
会
か
ら
の
孤
立
や
孤
独
死
を
防
止
し
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 

10
月
１
日
（
日
）、
今
年
で
13
回
目
と
な
る
水
郷
潮
来
月
ま
つ
り
が
水
郷
潮
来
観
光
協
会

主
催
に
よ
り
水
郷
潮
来
あ
や
め
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
潮
来
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る

団
体
に
よ
る
和
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
、
日
本
舞
踊
、
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
三
味
線
、

バ
イ
オ
リ
ン
及
び
歌
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
水
郷
潮
来
観
光
協
会
に
よ
る
物
産
展
や
お
も
ち

の
無
料
振
舞
い
、
潮
来
市
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
無
料
の
ろ
舟
運
航
な
ど
が
行
わ
れ
多
く
の

来
場
者
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

潮
来
市
が
株
式
会
社
セ
イ
ミ
ヤ
と
「
地
域
見
守
り

活
動
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

第
13
回
水
郷
潮
来
月
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た （左から）原市長、加藤代表取締役社長

潮来　TAIKO club

（左から）松元ヒロキさん、西垣恵弾さん

（左から）北森正樹さん、あなむさん

（左から）笠間市山口市長、原市長、
　　　  大井川県知事、石岡市今泉市長
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湖岸での採水の様子

所
在
地　

潮
来
市
曲
松
南
五
九
五
番
地

本　

尊　

地
蔵
菩
薩　

不
動
明
王

境　

内　

本
堂　

共
同
墓
地

　

江
戸
後
期
、
須
賀
村
に
東
組
、
中

組
、
西
組
が
あ
り
東
組
に
念
仏
こ
も
り

堂
快か

い

乘じ
ょ
う

院い
ん

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

た
。

　

時
は
移
り
、
延
方
村
曲
松
と
な
り
、

共
同
墓
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
入
り
口
に
立
つ
と
す
ぐ
左
側
に
真

言
宗
の
小
さ
な
祠
堂
が
建
っ
て
い
る
。

東
光
院
で
あ
る
。

　

今
年
の
夏
も
、
茨
城
大
学
広
域
水
圏
セ

ン
タ
ー
で
は
霞
ヶ
浦
に
関
す
る
5
つ
の
実

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
習
に

は
全
国
各
地
の
20
の
大
学
と
高
等
専
門
学

校
か
ら
広
域
水
圏
セ
ン
タ
ー
に
学
生
が
集

ま
り
、
熱
気
に
満
ち
た
と
て
も
熱
い
実
習

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
霞
ヶ
浦
の
生
物
多
様
性
に

関
す
る
実
習
」
の
中
で
扱
っ
た
「
世
界
最

先
端
の
魚
類
調
査
法
」
に
つ
い
て
少
し
紹

介
し
ま
す
。
突
然
で
す
が
、
霞
ヶ
浦
に
生

息
す
る
魚
の
種
類
を
知
る
に
は
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
す
ぐ
思

い
つ
く
の
は
、
釣
り
や
タ
モ
網
・
投
網
な

ど
を
使
っ
て
魚
を
捕
っ
て
種
類
を
調
べ
る

方
法
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
自
分
の
手

で
魚
を
取
ら
ず
に
調
べ
る
方
法
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
水
（
コ
ッ
プ
一
杯

分
）
を
実
験
室
に
持
ち
帰
っ
て
分
析
す
る

だ
け
で
、
そ
の
場
に
ど
ん
な
魚
が
い
る
の

か
が
分
か
る
と
て
も
画
期
的
な
方
法
で

す
。
こ
の
方
法
は
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
法
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ご
く
簡
単
に
説
明
す

る
と
、
霞
ヶ
浦
の
水
の
中
に
は
様
々
な
生

物
か
ら
糞
な
ど
と
と
も
に
体
外
に
排
出
さ

れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
漂
っ
て
い
て
、
こ
の
環
境

水
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の

場
に
生
息
し
て
い
る
生
物
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
、
こ
の
方
法
は
日
本
の

研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
世
界
に
先
駆
け
て
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
の

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を
取
り
入
れ
た
実
習

は
、
ま
さ
に
「
世
界
最
先
端
の
臨
湖
実

習
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
圏
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
実
習
で
は
、
現
在
の
各
研
究
分
野
の

動
向
も
踏
ま
え
て
、
実
習
生
に
よ
り
多
く

の
こ
と
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
様
々
な
内
容
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
広
域
水
圏
セ
ン
タ
ー
に
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
学
生
が
来
て
く
れ
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
実
習
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

茨
城
大
学
広
域
水
圏

　
　
　

環
境
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苅
部　

甚
一

夏
の
臨
湖
実
習
２
０
１
７

　

―
潮
来
で
世
界
最
先
端
の
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
習

東　

光　

院

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化

　

共
同
墓
地
と
は
別
組
織
に
な
っ
て
お

り
、
代
表
世
話
人
三
名
の
名
前
が
標
記

さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
全
員
成
仏
さ
れ

て
お
り
、
資
料
も
無
い
し
、
語
り
部
も

お
ら
ず
建
立
沿
革
等
不
詳
と
な
っ
て
い

る
。

　

往
時
は
、
念
仏
を
は
じ
め
と
し
て
年

中
行
事
も
盛
会
を
極
め
、
普
門
院
の
御

住
職
も
顔
を
出
し
て
頂
い
て
い
た
と
聞

い
て
い
る
。

　

時
は
過
ぎ
、
生
活
環
境
も
激
変
し
て

お
り
、
気
が
つ
い
た
ら
こ
こ
数
年
、
完

全
施
錠
状
態
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

近
所
で
錠
前
を
一
時
預
か
っ
て
い
る

と
い
う
先
輩
と
一
緒
に
祠
堂
に
入
っ
て

み
た
が
、
心
な
し
か
地
蔵
尊
は
寂
し
そ

う
に
見
え
た
。
そ
し
て
不
動
明
王
は
相

変
わ
ら
ず
怒
っ
た
顔
つ
き
を
し
、
右
手

に
剣
、
左
手
に
縄
を
持
ち
、
過
災
を
背

負
っ
て
い
て
、
全
く
そ
の
通
り
だ
と
実

感
し
た
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
一
体
、
大
和
の
国
は

こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

潮
来
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

保
美

第
119
回

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然

第
26
回
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開館時間は10時～17時・入場無料・月曜日休館

ようこそ
図書館へ
図書館だより

今
月
の
本
棚
（
12
月
）

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

　

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！
寒

く
て
外
に
出
た
く
な
い
、
と
い
う
方

も
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

ば
ア
ツ
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
？
今
回

は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
本
を
中

心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

児
童
特
集
（
12
月
）

「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
ズ
（
ク
リ
ス
マ

ス
の
お
話
）」

　

ち
び
っ
子
が
大
好
き
な
12
月
が
や
っ

て
き
ま
し
た
ね
！

　

12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
!!
サ
ン
タ
さ

ん
は
ど
ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
っ
て
き

て
く
れ
る
の
か
な
？

　

楽
し
い
絵
本
に
そ
の
答
え
が
あ
る
か

も
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
に
も
ク
リ
ス
マ

ス
の
日
に
も
読
み
た
い
絵
本
を
た
く
さ

ん
そ
ろ
え
ま
し
た
!!

 12月の図書館カレンダー
　館内整理休館：12月20日（水）
　年末年始休館：12月29日（金）～1月3日（水）

■お問合せ■
　潮来市立図書館　TEL 80－3311　FAX 64－5880

期　間 催し物名 展示内容 備　考

11/14㈫

～

11/19㈰

第16回
なめがた写真研究会展

写　真
最終日は
午後3時まで

11/21㈫

～

11/26㈰
ＧＧＧ（ジースリー）展

絵　画
写真 他"

初日は
午後1時30分
から
最終日は
午後4時まで

【お問合せ】水郷まちかどギャラリー
　　　　　　潮来市潮来182‒3　TEL 63‒3113

水郷まちかどギャラリー展示案内水郷まちかどギャラリー展示案内

 イベントのお知らせ

「一般向け生涯学習講座」
①『マネー管理は「お片づけ」で考えるとうまくいく！』
内　容： お金の管理を「お片づけ」と考えて説明し、さ

らにはお金を管理することで実現できることを
お伝えします！

期　日： 11月24日（金）午前10時30分～正午
会　場：潮来市立図書館　視聴覚室
申　込：一般成人　先着30名程度（参加無料）

②『三大疾病と介護への備え&みんなの相続』
内　容： 介護への備えとしてどんなことが必要か？法改

正後の相続の基礎知識について解説します。
期　日： 11月24日（金）午後1時30分～午後3時
会　場：潮来市立図書館　視聴覚室
申　込：一般成人　先着30名程度（参加無料）

③『 おこづかい教育出前教室「おこづかい」が子どもの
人生を変える』

内　容： 日本PTA全国協議会の推奨図書をベースに、
こどもの「お金力」を高め、賢く生きる力を養
う、家庭での「おこづかい教育」の秘訣を解説
します。

期　日： 11月25日（土）午前10時30分～正午
会　場：潮来市立図書館　視聴覚室
申　込：一般成人　先着20名程度（参加無料）
　　　　＊ 小さいお子様連れでも安心して参加いただけ

ます。

「木漏れ陽に遊ぶ　大人のための朗読会」
　日本の古典文学作品を中心に朗読をお届けします。素
敵な物語の世界を耳で味わってみてください。
期　日：11月26日（日）午後1時～午後3時30分
会　場：潮来市立図書館　おはなしの部屋
申　込：事前申込不要／無料

※申込方法：図書館カウンター又は
　電話・ＦＡＸにてお申込みください。おはなし会予定表（２階：お話の部屋）

１２月３日（日）午後２時～午後２時３０分

「誕生日（たんじょうび）」のおはなし

図書館のおねえさん

１２月７日（木）午前１１時３０分～正午

０～３歳児のおはなし会（子育て広場／市立図書館）

うしぼりおはなし会

１２月９日（土）午後２時～午後３時

クリスマス特別版

図書館おはなしボランティア

１２月２１日（木）午前１１時３０分～正午

０～３歳児のおはなし会（子育て広場／市立図書館）

図書館のおねえさん

１２月２３日（土）午後２時～午後３時

冬休み特別版

図書館のおねえさん
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市税の納付は口座振替が確実で便利です

日 Sunday 月 火 水 木 金 土Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

子育て広場（中）

３歳児健診
(H26.9月生まれ)(か)

子育て広場（中）

子育て広場（中）

４ヶ月児育児相談
(H29.7月生まれ)(か)

子育て広場（中）

かんたんクッキング（か）
(H29.7月生まれ）

子育て広場（中）

骨粗しょう症検診
（か）

子育て広場（中）

健診結果説明会
（か）

子育て広場（中）

マタニティセミナー
（か）

子育て広場（中）

骨粗しょう症検診
（か）

子育て広場（中）

健診結果説明会
（か）

7ヶ月児育児相談
(Ｈ29.4月生まれ)(か)

子育て広場（図）

１歳６ヶ月児健診
(H28.5月生まれ)(か)

子育て広場（図）

骨粗しょう症検診（か）
マタニティセミナー
（か）
子育て広場（図）

1歳児育児相談
(Ｈ28.12月生まれ)(か)

特定健診（か）

■今月の納税

▲

市県民税の第4期分（12月25日納期日）
　　　　　　

▲

国民健康保険税の第6期分（12月25日納期日）
　　　　　　

▲

介護保険料の第5期分（12月25日納期日）
　　　　　　

▲

後期高齢者医療保険料の第6期分（12月31日納期日）

実施
場所

（中）…中央公民館
（図）…市立図書館

（カ）…県立カシマサッカースタジアム
（か）…かすみ保健福祉センター
　　　《ひまわり》

特定健診（か）

子育て広場（中）

天皇誕生日

※妊婦の方もご気軽に子育て広場をご利用ください。
※休日当番医は裏面をご覧ください。

12 DECEMBER　2017
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エフエムかしま 潮来応援番組
 　Ｗｅ Ｌｏｖｅ ＩＴＡＫＯ

▼インターネットラジオで番組が聴けます
① エフエムかしまホームページ（http://www.767fm.com）から「イン
ターネットサイマルラジオ」をクリック→関東地区→エフ
エムかしまの「ＬＩＳＴＥＮ」をクリック
②ＱＲコードからアクセス
　＊ 利用料は無料ですが、別途通信料がかかります。
　＊ スマートフォン、パソコンで聴けますが、一部利用でき
ない場合があります。

【お問合せ】秘書政策課　情報発信室　ＴＥＬ ６３―１１１１　内線２１５

～「いたこっ子の登場だよ！」～～「いたこっ子の登場だよ！」～
12月は牛堀中学校牛堀中学校（１日を除く）
12月１日は児童生徒音楽祭の様子をお届けします。
みなさん、聴いてくださいね！

毎週金曜日
 午後５時～午後５時30分
ＦＭかしま ７６・７ＭＨｚ

にて放送中！

これまでの放送（バックナン
バー）は潮来市公式youtubeで

視聴可能です。
youtube潮来応援番組で
検索してください。
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休日診療・各種相談のお知らせ

悩まずにまず相談を！各種無料相談

相談名 法律相談 心配ごと相談 こころの健康相談

日　時
12月20日（水）
午後1時～4時

12月6日（水）
午後1時～4時

1月25日（木）
午前10時～

会　場 潮来市社会福祉協議会 かすみ保健福祉センター

問合せ
潮来市社会福祉協議会
☎63－1296

かすみ保健福祉センター
☎64－5240

内　容
事前にお電話にて予約状況を確認の
うえお越しください。

事前にお電話にてご予約
のうえお越しください。

献血のお知らせ（1月）

1月10日（水） ショッピングプラザ ラ・ラ・ルー

消費生活相談

月～金曜
午前9時30分～正午
午後1時～午後4時30分

潮来市消費生活センター
（シルバー人材センター内）

問合せ 潮来市消費生活センター ☎62－2138

行政相談（2月）

2月21日（水）
午後1時～午後3時

津知公民館・牛堀公民館

問合せ　秘書政策課　☎63－1111

男女共同参画総合相談（12月）

人権問題（性差別）やパートナー間のＤＶ等の
問題などご相談ください。

12月14日（木）・28（木）
午後1時～午後5時

☎62－2727

家庭児童相談室

月～金曜
午前8時30分～正午
午後1時～午後5時15分

潮来市家庭児童相談室
（シルバー人材センター内）

問合せ　潮来市家庭児童相談室　☎62－2178

　携帯電話で次のアドレ
スへ空メールを送信し、
登録確認メールが届いて
から画面の指示に従って
登録してください。

add@mail1.police.pref.
ibaraki.jp

夜間初期救急センター

毎週日曜
午後7時～10時

神栖済生会病院
（神栖市知手中央7－2－45）
☎0299－77－9900

夜間小児救急診療所

毎日
午後8時～11時

鹿嶋市教育センター内
（鹿嶋市宮中1998－2）
☎0299－82－3817

子ども救急電話相談

平日　午後6時30分～8時
休日　午前8時～翌朝8時

☎029－254－9900
（短縮ダイヤル♯8000）

ひばりくん防犯メール

防災無線テレホンサービス
☎６２－４６８８

休日当番医（12月）

 3日（日） 飯 島 内 科 ☎66－0280

10日（日） 石 毛 医 院 ☎62－2523

17日（日） 久 保 医 院 ☎64－6116

23日（土） 常 南 医 院 ☎63－1101

24日（日） 延方クリニック ☎66－1873

31日（日） 仲 沢 医 院 ☎63－2003

※空メールを送信して

　登録してください。

※携帯電話の場合

　別途通信料が発生します。


